
富山県の現状（総論）
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富山県内の地勢
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・各山地を源とした黒部川、常願寺川、神通川、庄川、小矢部川等の急流で大きな河川がほぼ南北に

富山湾に流れており、それら河川の扇状地として平野が発達

・可住地面積は、県全体の43.4%（約1842.2㎢）となっている。

（出典）富山県地域交通戦略（令和6年2月）

※可住地面積とは、総面積から林野面積（森林面積

と森林以外の草生地面積を含む）と主要湖沼面積

（面積が1㎢以上の自然湖）を差し引いた面積。畑、

水田など居住地に転用可能な土地を含む。

（出典）地目別面積（R4.1.1現在、県勢要覧）



富山県の主要道路網

3（出典）国土数値情報 緊急輸送道路データ（R2）を加工

「富山県地域防災計画」における緊急輸送道路※の一覧
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富山県の鉄軌道ネットワーク
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・富山県には全 15 市町村に鉄道駅があり、豊かな鉄軌道ネットワークを有している。

・その鉄軌道駅圏域を中心に建物用地が集中しているほか、沿線に建物用地が広がっている。

（出典）富山県地域交通戦略（令和6年2月）



富山県内の土地利用状況
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建物用地は鉄軌道沿線だけでなく、県東部、南部、西部の中山間地域等にも点在

（出典）富山県地域交通戦略（令和6年2月）（資料：国土数値情報：100ｍメッシュ）



県内人口の推移（全体）
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・富山県の人口は、全国より 10年早い 1998（H10）年をピークに減少に転じる。

・年齢３区分別の人口構成では、65歳以上が拡大する一方、15歳未満は減少が続いており、人口構成が変化。

（出典）総務省統計局「人口推計」、富山県「人口移動調査」（いずれも各年10月1日現在）※2024.9は9月1日現在
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年齢３区分別人口の推移
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（出典）総務省統計局「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集」

・年齢３区分では全国も同様の傾向であるが、全国と比べ本県の65歳以上の「老年人口」割合が高く、15～
64歳の「生産年齢人口」の割合が低い。

・労働力を支える15～64歳の「生産年齢人口」の割合は1990年代から急速に減少。15歳未満の「年少人口」
は減少に歯止めがかかっていない。
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富山県

全国

・労働力人口の年齢構成は、富山県、全国ともに、40歳・50歳代の割合が高く、30歳代、20歳代と若い年代

ほど大きく減少

・富山県は全国と比べると、60歳代以降の割合がやや高く、30歳代までの女性の割合がやや低い。

労働力人口の年齢構成

（出典）令和２年 国勢調査 8
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将来推計（富山県・全体）
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（出典）都市構造可視化計画によるデータを Google Earth上で表示 10

・地域メッシュ統計（1km）を活用し、1980年の人口を立体的に図示

・まちの中心部に人口が集中していたことがわかる。
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この地図に含まれるデータのプロバイダ:
Landsat / Copernicus
Data Japan Hydrographic Association
Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO



県内の人口分布の状況

（出典）都市構造可視化計画によるデータを Google Earth上で表示 11
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・地域メッシュ統計（1km）を活用し、2000年の人口を立体的に図示

・まちの中心部から郊外への人口の移転がみられる。

この地図に含まれるデータのプロバイダ:
Landsat / Copernicus
Data Japan Hydrographic Association
Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO



県内の人口分布の状況

（出典）国土数値情報 1kmメッシュ別将来推計人口データ（R6国政局推計）による人口メッシュをGoogle Earth上で表示 12
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・地域メッシュ統計（1km）を活用し、2020年の人口を立体的に図示

・県全体の人口が減少する中、富山市中心の一部を除いて中心から郊外への人の流れは継続

この地図に含まれるデータのプロバイダ:
Landsat / Copernicus
Data Japan Hydrographic Association
Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO



県内の人口分布の状況（将来推計）

（出典）国土数値情報 1kmメッシュ別将来推計人口データ（R6国政局推計）による人口メッシュをGoogle Earth上で表示 13

凡例

1000人未満

1000人～
2000人未満

2000人～
4000人未満

4000人～

₴

・地域メッシュ統計（1km）を活用し、2040年の人口（将来推計）を立体的に図示

・地域を問わず、県全体での人口減少に転換

この地図に含まれるデータのプロバイダ:
Landsat / Copernicus
Data Japan Hydrographic Association
Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO



県内の人口分布の状況（将来推計）

（出典）国土数値情報 1kmメッシュ別将来推計人口データ（R6国政局推計）による人口メッシュをGoogle Earth上で表示 14
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・地域メッシュ統計（1km）を活用し、2060年の人口（将来推計）を立体的に図示

・県全体での人口減少がさらに進展

この地図に含まれるデータのプロバイダ:
Landsat / Copernicus
Data Japan Hydrographic Association
Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO



県内の人口分布の状況と将来推計

（出典）1980年：都市構造可視化計画によるデータを Google Earth上で表示
2020年～2060年：国土数値情報 1kmメッシュ別将来推計人口データ（R6国政局推計）による人口メッシュをGoogle Earth上で表示 15

1980年、2020年、2060年の人口メッシュを経年で見ると、かつて中心部等に集中していた人口が

広いエリアに拡散し、人口減少とあいまって人口の低密度化が進行している。
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この地図に含まれるデータのプロバイダ:
Landsat / Copernicus
Data Japan Hydrographic Association
Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO

この地図に含まれるデータのプロバイダ:
Landsat / Copernicus
Data Japan Hydrographic Association
Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO

この地図に含まれるデータのプロバイダ:
Landsat / Copernicus
Data Japan Hydrographic Association
Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO



県内の人口減少率の状況

（出典）2020年～2060年：国土数値情報 1kmメッシュ別将来推計人口データ（R6国政局推計）を加工 16

・地域人口メッシュ統計（1km）を活用し、2020年から2060年にかけての人口減少率（相対率）を図示

・県（可住地地域）の外縁部ほど人口減少率は高くなっている。
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県内の人口減少数の状況

（出典）2020年～2060年：国土数値情報 1kmメッシュ別将来推計人口データ（R6国政局推計）を加工 17

・地域人口メッシュ統計（1km）を活用し、2020年から2060年にかけての人口減少数（絶対数）を図示

・人口密度が高い傾向にあった中心市街地等まちの中心部ほど、人口の減少数が多い傾向が見られる。

2040



本県の社会増減と自然増減の推移

・1993 年～1997 年は、転入超過（社会増）で人口も増加傾向であったが、1998 年に再び転出超過（社

会減）に転じ、自然減とあいまって、以降は、人口減少に歯止めがかからない状態が続いている。

・近年は、社会増減よりも自然増減（自然減）が圧倒的に人口に影響を及ぼしている。
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（出典）富山県「人口統計資料集」 18



（出典）富山県「人口移動調査」（前年10月1日～当年9月30日までの社会増減数） 19

本県の社会増減のうち日本人と外国人の動向

転 出 超 過 転 入 超 過

日本人は男性・女性ともに転

出超過の傾向が続く一方、外

国人は2020年・2021年（コロ

ナ禍）を除き、男性・女性と

もに転入超過となっている。

社会増減は、外国人の転入が

大きく影響している。



本県の産業構造（産業別付加価値額）
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製造業 電気・ガス・水道業 情報通信業

運輸業・郵便業 卸売業・小売業 金融業・保険業

不動産業・物品賃貸業 学術研究，専門・技術サービス業 宿泊業，飲食サービス業

生活関連，娯楽業 教育，学習支援業 医療・福祉

複合サービス事業 サービス業(その他)

・本県の付加価値額（R３）の産業別構成比をみると、製造業が全体の３割近くを、また、卸売業・小売業、

建設業が比較的大きなウェイトを占めており、これらの構成比は、全国と比べても高い。

・一方で、医療・福祉の付加価値額の構成比は、全国と比べ低い。

（出典）総務省・経済産業省「令和３年経済センサス活動調査」をもとに富山県作成 20



産業大分類別従業者数の構成比

（出典）総務省・経済産業省「経済センサス活動調査」 21

・産業分類別の従業者数の構成比は、「製造業」「卸売業・小売業」「医療、福祉」が大きく、

特に富山県においては、全国と比べて、男女とも「製造業」の割合が大きい。
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産業大分類別従業者数

（出典）総務省・経済産業省「経済センサス活動調査」

22

・全国と比べ、本県の製造業の従業者数はウエイト、絶対数（人口10万人当たり）ともに非常に大きい。

・一方で、情報通信業や学術研究、専門・技術サービス業といった知識集約型の産業従事者が少ない。

͏ χ▀Ộ Ộּי ˢ ⁯ʺ ╦ᾉˣ
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第１次産業（農業分野）の分布

23

・農業の団体経営体は平野部に比較的まんべんなく分散しており、集落営農の組織化・法人化のため、全体的

（特に黒部川下流域等）に団体化の進展が見られる。

（出典）j STAT MAPにより農林業センサスの情報を表示
地理院地図（淡色）を使用

͎ χ Ộχ Ὂְ ˢ ḯϚˣχ27 χ Ộχ Ὂְ ˢ ḯϚˣχ



第２次産業の分布

（出典）j STAT MAPにより経済センサス活動調査の情報を表示
地理院地図（淡色）を使用 24

・第２次産業の従事者は、沿岸部や幹線道路沿いに比較的多く分布しており、これらの場所に大規模工場や多

数の事業所が集積していることをうかがわせる。

・この５年間で傾向に大きな変化は見られない。

͏ χ ͎ⱳ▀Ộ Ⱨּיχ28 χ ͎ⱳ▀Ộ Ⱨּיχ



第３次産業の分布

（出典）j STAT MAPにより経済センサス活動調査の情報を表示
地理院地図（淡色）を使用

25

・第３次産業の従事者の就業地の分布は、ほぼ人口の分布と同様の傾向（従業者数メッシュ(R3)と人口メッ

シュ(R2)との相関係数＝0.62、相関がみられる）

・この５年間で一部市街地へやや集中してきている傾向が見られるが、あまり変化はない。

͏ χ ͏ⱳ▀Ộ Ⱨּיχ28 χ ͏ⱳ▀Ộ Ⱨּיχ



電子商取引のシェア拡大による影響

（出典）令和６年度 第3回税制調査会 財務省説明資料

26

・通信販売をはじめとしてオンラインでの商取引が増加しており、県内の小売業や金融業において、オンライ

ン対応が遅れると、売上の県外流出につながるおそれがある。



本県の正規・非正規雇用者数の推移

27



本県の有効求人倍率の推移
・2023（R5）年度平均の本県の有効求人倍率は 1.44 倍で、2009（H21）年度を底に上昇傾向。
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富山県 全国

（出典）富山労働局発表「雇用情勢」 28



（出典）富山労働市場ニュース（令和７年３月）＜富山労働局＞

本県の職種別の求人倍率

・職種別の有効求人倍率でみると、建設・採掘従事者、サービス職業従事者、輸送・機械運転従事

者、保安職業従事者、販売従事者等は１倍を大きく上回っている。

29



本県の人材過不足の状況（業種別集計）

・人材不足と回答した事業者の割合は、業種別では、

「建設業」(84.6%)、「飲食店・宿泊業」(82.3%)、「運輸業」(81.1%)が８割を超える。
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（出典）富山県賃上げ・人材確保等に関する調査結果（令和６年度） 30



本県の人材過不足の状況（事務・営業系と技術・技能系）

・県内事業所の事務・営業系の人材については、充足感が不足感に対し33.5ポイント高い。

・県内事業所の技術・技能系の人材については、不足感が充足感に対し34.9ポイント高い。

（出典）職業能力開発ニーズ調査 調査報告書（富山県・令和６年度）
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＜参考＞

前回調査（865）
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かなり不足 該当職種なし 無回答
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■人材の過不足感【技術・技能職】
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やや不足している かなり不足している 無回答
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ḭ ṡ ṇ Ṣ וֹףּ ḭ Ṅ ︣
אל ךּ Ḯ

出典：「未来予測2040 労働供給制約社会がやってくる」（リクルートワークス研究所）をもとに富山県作成

2040
( ︣ Ṗ

ḱ ḱ
ḭ ḭ ḭ

99.8 ṕ24.2ṾṖ

ḱ ḭ 65.7 ṕ22.0ṾṖ

ḱ ḭ ḭ ḱ
112.4 ṕ13.3ṾṖ

ḱ ḭ ḭ ḱ 108.9 ṕ24.8ṾṖ

ṇ ḭ 58.0 ṕ25.3ṾṖ

ḱ ḭ ḱ 56.6 ṕ15.1ṾṖ

ḭ ḭ ḭ ḭ ḭ ḭ
81.6 ṕ17.5ṾṖ

ḭ ḭ
ḭ ṕ ḭ Ṗḭ ḭ

156.6 ṕ 6.8ṾṖ

32

将来の人材不足の状況 ᷿ḧḭḴᴻ᷿ḯḻ
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人口減少・世帯数増加の労働需要への影響（例）

・人口は減少する一方で、核家族化等の影響により、世帯数は増加傾向にある。

・必要な行政サービスは人口減少に単純には比例しないものもある。

֩ ֪ ᶊ6Ǝ5 ∙ ᶍ ᵫ ᵧᶪ ąְ ᶱ ᵯ ᶞᶍḓᴻḂᵫ ᶝᶪּס
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ＩｏＴ・ＡＩ・ＲＰＡ等の導入の課題や人材の過不足感

ᴴ ᶊᵩᵣᶅᴲ ᴴ ᴴ ᶍ ᶊᴲᵆ ᶊ ᶩ ᶲᶆᵣᶪᵇᵆ ᶩ ᶞᵾᵣᵇᶇ ᵧᵾ ᶍ

ᵥᶀ 6Ǝ5.4 ðᶍ ᵫ ᶩ ᶞᶍ ᶇᵶᶅᵆ ᴴ ᴴ ᶍᶍ ᶍ ᵇᶇ ᴳ

ᴴḏḀḇḳ ᶊᶃᵣᶅᴲᵆᵪᶉᶩ ᵶᶅᵣᶪᵇᶍ ᵫ34.1 ðᴲᵆᶣᶣ ᵶᶅᵣᶪᵇᶍ ᵫ25.1 ðᶆᵡᶩᴲ

ᵣ ᵫ ᶱ ᵷᶅᵣᶪᴳ

（出典）職業能力開発ニーズ調査 調査報告書（富山県・令和６年度）
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その他

無回答

■ＩｏＴ・ＡＩ・ＲＰＡ等の導入の課題

全体（355） 製造業（176） 非製造業（179）
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（179）

■デジタル人材の過不足感

十分足りている まあ足りている

どちらともいえない やや不足している

かなり不足している 無回答
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地方公共団体の職員数の推移
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36

地方公務員の採用試験の状況（全国）
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富山県の採用試験の状況
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富山県内市町村の職員採用試験の状況
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県有施設等の状況
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